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C
O
2フ
リ
ー

N
H
3」
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
の
低
炭
素
化
に
貢

献
す
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
ハ
ー
バ
ー
・

ボ
ッ
シ
ュ
法
の
発
明
以
入
は
窒
素
循
環
に
影
響
を
う
P
M
2
.
5濃
度
の
変
康
リ
ス
ク
や
社
会
コ
ス
ト

来、

N
H
3は
1
世
紀
以
与
え
、
環
境
汚
染
や
健
康
化
、
そ
の
変
化
に
伴
う
健
を
定
量
的
に
評
価
し
た
。

上
に
わ
た
り
肥
料
や
化
学
影
響
、
生
物
多
様
性
損
失

原
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
な
ど
複
数
の
対
抗
リ
ス
ク

れ
て
き
た
た
め
、
窒
素
循
が
連
鎖
的
に
生
じ
る
懸
念

環
に
大
き
な
影
響
を
与
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
目

え
、
「
地
球
の
限
界
」
を
標
リ
ス
ク
ヘ
の
対
症
療
法

脅
か
す
要
因
と
な
っ
た
。
的
な
対
応
で
あ
っ
た
従
来

産
総
研
は
、

N
H
3燃
料
の
技
術
政
策
に
は
限
界
が

の
技
術
開
発
と
環
境
影
響
あ
る
。
産
総
研
は
、
こ
う

評
価
を
並
行
し
て
研
究
を
し
た
リ
ス
ク
ト
レ
ー
ド
オ

進
め
て
き
た
。
本
稿
で
フ
の
構
造
を
可
視
化
す
る

ア
ン
モ
ニ
ア

(
N
H
3
)
は、

N
H
3燃
料
の
社
会
評
価
研
究
を
行
っ
て
き

は
燃
焼
時
に
二
酸
化
炭
素
導
入
に
伴
う
環
境
リ
ス
ク
た
。
例
え
ば
、
関
東
地
域

(
C
0
2
)
を
排
出
し
な
い
と
持
続
可
能
な
利
用
に
向
の
火
力
発
電
所
に
お
け
る

「C
0
2
フ
リ
ー
燃
料
」
け
た
課
題
を
紹
介
す
る
。

N
H
3混
焼
率
20％
の
シ

と

し

て

、

石

炭

火

力

発

電

ナ

リ

オ

で

は

、

大

気

中

の

対
症
療
法
に
限
界

所
で
の
混
焼
や
船
舶
燃
料

N
0
x
.
N
H
3
.
s
o

に
転
用
可
能
で
あ
る
。
特
ア
ン
モ
ニ
ア
燃
料
の
導

2
の
排
出
量
の
増
減
に
伴

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
水
を
電
解
し
て
得
た
水

素
を
用
い
た
「
グ
リ
ー
ン

技 術で
末

⑲ 

ー産巌•Illの挑戦一

了
ニ
モ
―
＿
ア
燃
料
社
会
導
入

窒素循環の視点からのリスクトレードオフ構図

減
ク
り

9,  

ま
た
、
大
気
中
の
N
0
x

•
N
H
3
.
s
0
2
の
濃

度
比
率
や
気
象
条
件
を
考

慮
し
、

P
M
2
.
5削
減

対
策
や
発
電
所
立
地
の
評

価
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、

将
来
の
N
H
3燃
料
導
入

を
見
据
え
、
全
国
河
川
の

N
H
3濃
度
解
析
や
水
質

環
境
薬
準
設
定
、
窒
素
沈

着
量
の
増
加
と
森
林
樹
種

の
消
失
と
の
関
係
を
調
査

し
て
き
た
。

持
続
可
能
な
利
用
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技
術
開
発
、
環
境
排
出
を
策
定
、
政
策
連
携
を
一
体

最
小
限
に
抑
え
る
低
環
境
的
に
進
め
、
環
境
リ
ス
ク

貧
荷
化
技
術
、
環
境
排
出
を
最
小
化
し
つ
つ
持
続
可

ア
ン
モ
ニ
ア
燃
料
は
脱
後
の
資
源
化
や
無
害
化
技
能
な
利
用
を
図
る
べ
き
で

炭
素
化
の
「
切
り
札
」
と
術
の
促
進
が
求
め
ら
れ
あ
る
。
人
類
は
「
窒
素
の

な
り
得
る
が
、
そ
の
導
入
る
。
ま
た
、
窒
素
循
環
や
恩
恵
」
を
享
受
す
る
だ
け

に
は
窒
素
循
環
の
健
全
性
リ
ス
ク
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
で
な
く
、
そ
の
循
環
に
責

と
の
両
立
が
前
提
と
な
視
点
か
ら
の
技
術
政
策
評
任
を
持
つ
時
代
に
入
っ
た

る
。
こ
の
た
め
、
ハ
ー
バ
価
も
不
可
欠
で
あ
る
。
社
の
で
あ
る
。

ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
の
代
替
会
は
、
技
術
開
発
や
薬
準
（
木
曜
日
に
掲
載
）

窒
索
循
環
健
全
性
に
責
任

林彬勒

01年に産総研の招聘（しょうへい）
型主任研究員として採用されて以来、
化学物質および新エネルギー関連の環
境技術や政策の持続可能性評価の研究
を担当している。研究のキーワード
は、化学物質•生態リスク・窒素循環
・リスクトレードオフを中心としたも
のである。
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